
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 二 陣・’類陣・類
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　すタと呼応するし，動詞に「使役」の助動詞がついたものは与格（～二）
　を必要とし，他動詞は対格（～ヲ）を必要とするのがふつうである。この
　ように，渡辺その他の述語の構造の分析と，依伯，宮島の語順の概究の結
　果とをつきあわせることを考えついた北原の研究によって，臼本語の文を
　作っているいろいろな要素の間の呼応関係が相当明らかな形で示されるよ
　うになった。
　以上の南の解説と作図にもとづき，さらに座談会において頻出する文型を
ひろいあげてみると，文初の方に，人称詞およびその耀当語句と係助詞ハ，
モの類からなる語句をくわえ，文末の方に，はなし手の気分や心情を反映す
るような陳述性のつよい法駒（modal）な語句をくわえ．ることによって，ほ
ぼ大体のものがとりいれられよう。すなわち，Xのところには，ワタシバ，
アナタモ，○○サンバ，総理大臣隔日ルト，OO新聞ニオイテハ，○○放送
デモ，等が挿入可能である。またYのところには，Xをうけて，　F思イマ
ス，　ト思ウワケデス，　トイウワケナンデス，　トイッテルンデス，　ト四一エデ
ス，等が挿入可能である。そして8のところのゼ，ゾの類は面談会にはほと
んどあらわれないのでそれをほぶき，かわりに，ガ，ケド，ケレドモ，等の
終助詞相当語旬を追加する。
　もちろん，これだけで談話の文型のすべてを網羅したとはいえず，トイッ
テイルの意味でのFシテイルとか，ワケにちかい意味でのコトなど，使用頻
度がたかいにもかかわらずここにあらわれていないといううらみもあるが，
とにかく一応のものはとりいれられたといえるだろう。
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第二節鹿談会の音声
　座談会にかぎらず，はなしことばの音声上の変化は音声そのものの変化，
すなわち音調の変化にかかわるものと，音声の発せられる時聞にかかわるも
のとに大別することができる。音程，音勢，音量，音色等の変化は主として
前者であり，テンポ，リズム，闘（ま）等にかかわる現象は主として後者で
ある。これらの変化は，男女や長幼などの性的，年齢的な相違とか，職業，
学歴，教養，地位，出身，生活環境等の社会的な背景とか，そのことばがは
なされる場面のなかでの人間関係とかによって，きわめて振縮があり，また
そのゆれ調帳意味な弁別の規準となる。それはもっぱらほなし手の感情的な
価値観や，それをはなしている時点における心理的な状況を顕著に反映する。
　音声上の変化の様態ほ，文法規則と比較して，音声法則とか「音法」などと
ほとうていいえるものではないにしても，そこになんらかの規則性とか法則
性，すくなくとも傾向性がみられるならば，それを外国入に教育しなけれぼな
らないのは当然である。すなわち，ある一定の条件のもとに，反復して出現す
るような音声上の傾向は，その頻度，様態，方式等にある程度の差異があった
としても，日本語教育の学習出置としてないがしろにすべきものではない。
　これらの音声上の変化現象のなかで，音声そのものの変化として，これま
でに比較的よくしられているものとしてプロミネンスとイントネーシ。ンが
ある。前者は，卓立，卓立の強調，対比強調などともよぼれ，簡単にいえ
ぼ，発話されるある音声上の単位のうちアクセントのたかい部分をさらによ
りたかくすることによって，その高音部にはなし手の特定の表現意図を反映
させようという書語技能である。たとえぼ，「こちらほ山田さんの弟さんで
す。」という文ほ，つぎのような三種の卓立の可能性がある。
　　　　ム　1　コチラワ　ヤマダサンノ　オトオトサンデス
　　　　　　　　ム　2　＝チラワ　ヤマダサンノ　オトオトサンデス
　　　　　　　　　　　　　　　ム　3　ほチラワ　ヤマダサンノ　オトオトサンデス
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1は「あちらの人ではなくて」，2は「鈴木さんのではなくて」，3は「兄さ
んではなくて」という言外の意味が付与されて，卓立されない部分の意味を
相対的に軽減ないしは排除する効果を発生させる。
　この卓立には，音程の高まりにともなって呼気の強さがあらわれることが
ある。これほ強度強調，強勢，インテンシティーなどとよぼれる現象で，卓
立とともに，強調の二形態とかんがえることができる。ただし日本語のはな
しことばにおいてほ，すくなくとも教育的には呼気の強めを指導する必要性
はすくなかろう。なんとなれば，それは音程の高まりに随伴した場合にほじ
めて有意味となることがおおく，それのみでおこなわれても独立した音声上
の効果を，先述の車立のそれのようにはみとめにくいからである。
　イントネーションに関しては，座談会におおぐあらわれるものとして，文
末における上昇型と下降型のイントネーシ。ンに留意するにとどめよう。は
なし手がきき手にむかって念をおしながら話題を進行させていくようなとき
には，文末や手解に上昇型イントネーシ。ンカミ多用され，あるディスコース
が一段落するようなときには下降型イントネーシ。ンがあらわれるのが通常
である。この下降型ほ後述の「弱め」に関連がある。
　つぎに音声そのものの変化とならんで，音声の発せられる時間にかかわる
いくつかの様態があることを指摘する。全問的な要素による表現意図の表出
は，発せられた音声の速度の変化，すなわち遅速として認識される。一定時
間内にどれほどの単音，ないしは音素がふくまれているかということによっ
て，音声の速度は相対的に把握することができる。奮語行動としては，より
はやく発話すれば当然はやくちになり，単純にかんがえれば‘【青報量もおおく
なりそうであるが，人間の行動として音韻に変容をあたえないで速度をあげ
ることには限界があり，また伝達行為としても速度をあげればあげるほどお
おくの情報を伝達することができるわけではなく，それぽかりか一定の速度
をこえれぽかえって伝達される情報量がすくなくなり，やがて零にちかづく
ことはいうまでもない。ここでとりあげる速度の変化とは，座談会における
雷語行動としては一般に謡初と文末に特徴的にあらわれる。文初の場合に前
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節の図によれば1やXの箇所の間投声，感動詞，呼びかけの語，人称詞十ハ，
モの類などに，文末の場合は7の後半からYや8にかけての箇所にあらわれ
る。
　これまでにのべてきたはなしことばにおける音声の変化は，車立ならば音
程をよりたかくすることであるし，強勢ならば呼気をよりつよくすることで
あるし，また上昇型のイントネーシyンならば音程が徐々にあがっていくこ
とであった。いずれも，積極的プラスの方向にむかって音調を変化させるこ
とによって，同一単位内のそれ以外の発話の部分から自己をきわだたせ，特
定の意図を伝達しようとする言語行動であった。しかしその反対に，消極的
なマイナスの方向にむかって音調を変化させることによってなんらかの意図
を表現するような誉語行動もまた，座談会にみられる一般的な現象である。
　この点に着嚇した能登博義は，消極的な方向への音調の変化の一般的な名
称として，「弱め」という語をあたえた。（「鰯め』試論」）
　　「弱め」とは，ここでほ，話し言葉に見られる現象で，発話の中で，強
　調の対極にあるものと言おう。つまり，音声薦に現れた強調が，通常，声
　を強く，高く，ゆっくりさせたり，あるいは，その三つを複合させた形に
　するのに対して，「弱め」は，音を弱くするか，低くするか，速くするか
　の三つの特徴を，単一で，または，結合させた形で備えていると書ってい
　い。音を弱く，低く，速くすることによって，その部分を際立たないよう
　にするのが，「弱め」なのである。
　　そして，「弱め」は強調と同じように平板な，単調になりがちな話に生
　き生きとした対比をもたらすことを狙いとしている。強調が，いわば正の
　方向に力を加えるのとは対照的に，「弱め」は負の方向に力を加える方法
　なのである。
　能登の説明による「弱め」の三特徴とは，それぞれ先述の卓立，強勢，速
度の董要素にかかわるものである。すなわち卓立の場合は音程の高低に，強
勢の場合は呼気の強弱に，速度の場合は音声の発せられる時間の遅速に，そ
れぞれかかわるものであって，それらをいずれも積極的な方向にむかって強
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調さぜることであるとすれぼ，「弱め」とは音調を弱化させることであり，
つまるところ弱調である。この「弱め」現象に対する一般的なあるいは音声
学的な術語がないため，能登は苦労して造語したようであるが，筆者もまた
強調の対照的な現象として，ここに「弱調」という名称を提案する。
　この弱調現象のなかでもっとも重要なのは音程の低下である。強調におい
ても呼気を強め，速度をおそめることが音程をたかめることに従属するのと
岡様，呼気をよわめ，速度をほやめることが音程をひくめることに従属しな
けれぼならない。いいかえれば，B本語のはなしことばにおける音調の変化
においては副次的な条件であるといわなけれぼならない。
　以上のべてきた音声上の変化，とりわけ消；極的な方向への音調の変化，す
なわち弱調現象の背後にある心理や感情を総括的に説明することのできる概
念が「間（ま）」である。筆者がかつて言語行動を「間」との関係についての
べた晴に力点をおいたのほ，あるはなし手の談話の終末が，つぎのはなし手
の腎頭に重複する現象であった。（rはなしことばにおける「聞」の概念」）こ
れこそが，一人のはなし手の談話中に他の参癩者達が随所に挿入する闘四声
や感動詞である「相槌」や「ポーズ。ワード」とならんで，日本語の座談会
の神髄であるというべきである。
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第蕊節非言語的伝達
　人聞の伝達行為のうち言語によらない伝達行為については，言語による伝
達行為に関するものに比較して，いまだ調査も研究もすくなく，その歴史も
あさい。ここではとりあえず座談会に通常みられる種類の非言語的伝達につ
いて簡略にのべることにする。
　雰言語的伝達について，幽魂的伝達にてらしあわせながら大擁するとつぎ
のとおりである。まず言語的伝達に代替できるもの，つぎに雷語的伝達に随
伴するもの，そして挿語的伝達に代替できず独自の意味があるもの，のi三種
類に分類する。
　はじめの器語的伝達に代替できる非言語的伝達にはいろいろな段階があ
る。一一例をあげれば，手話においては大輪して文字に対応するものと，語句
に対応するものとがある。前者は手旗信号と同様の機能をもつものであり，
後者はさらに語句から独立した文を構成することもあって，その文がさらに
一個の表現意図をもつこともありうる。≡i番冒の独自の意味をもつ葬奮語的
伝達とは，たとえ．ぼ舞踊やある種の演劇のようなその動作が象心的な意味を
もつ芸術活動の場合である。
　はなしことばとの関連において重要なのは，二番目の助語的伝達に随伴す
る非言語的伝達である。このような伝達行為は，それ自身としても重要な教
育項目であるが，特に座談会の席上における参加者達の発言と同蒔に，それ
と並行しておこる身体動作としての行為の意味を学習することが，はなしこ
とばの学習において，特にすすんだ段階における学習者にとって必要な課題
となるだろう。これらの身体動作は卓立のような強調の場合，「相槌」のよ
うな感動詞や聞投声の発せられる場合，音声上の一単位の終了する場合すな
わち「聞」が生じる場合などに生ずることがおおく，はなし手の気分や感情
を表現し，ときには言語の意味を補助する。
　座談会における非言語的伝達としての身体動作は，それが意図的であると
非意図的であるとを問わず，上半身，特に首から上の顔の表情の変化と，両
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方の肩，腕，手，特に手指を使用する動作が一般的である。動作は一般に文
化類型として同一文化内において記号化されており，その記号ほ意味とむす
びついている。異文化相互間においては同一の意味をもつものとそうでない
ものがあるので，そうでないものについては学習を通じて意識化することが
必要である。したがって，葬言語的伝達としての身体動作も，日本語教育の
学習項醸になりうるわけである。
一139一
参　考　文　献
1　文化庁　「音声と音声教育」　日本語教育指導書　1　大蔵省印脳局
　　1971
2　国立国語研究所　「日本語と日本語教育　発音・表現編」　国語シリー
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第四節　ま
?
め
　アメリカ・カナダ十一大学連合臼本研究センターでは，多種多様な視聴覚
教材を製作し，教授法を開発して今日にいたった。その闘におおくの試行錯
誤があったし，またこれからもあるだろうことはうたがいない。その実際の
状況ほ同センター「紀要」1，2各号に掲載された福地，荒張，高井の各論
文，および「日本語教育」38号の高井の論文にくわしい。また本書の水谷論
文92ページ以下にも具体的にのべられている。
　これらが共通して主張していることほ，文字，音声，映像の各教材が有機
的に結合するtとによって相乗的な教育効果をもたらすという点である。こ
れが同センターが刊行する教科書に，「統合された（integrated）」という語
の冠してある所以である。文法教育は印刷された文字教材で，音声教育は録
音された音声テープで，非言語的伝達に関する教育は録画されたビデオ・
テープで，しかも他部門の教材を随時，相互に併用しながら，主教材を有効
に利用することが視聴覚教育の昌的である。ディスコースの内容を理解し，
解釈することだけなら，なにも苦労して現実に放送される座談会や対談を録
出し，それから原稿をおこして文字教材を製作する必要はなく，雑誌や新聞
の座談会記事を利用することで十分である。しかし外国語を運用する能力を
身につけたいならば，学習者はすべからく音声教材や映像教材を利用しなけ
れぼならない。文字からのみ学習した外国人のFN本語つかい」の悲惨な例
を，わたしたちは毎Rのように目撃し，心をいためている。おおくの外国人
が日本人にうけいれやすい日本語を，すくなくとも拒否されないような臼本
語を体現することができる日をねがってやまない。
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